








培養臍帯血管内皮細胞の Ca2+取り込みを指標としてリンパ球 ConA 添加培養上清中の内皮

細胞刺激因子を検討した。ネフローゼ症候群では活動期に高く、寛解に伴って減少する傾

向にあるが、寛解期における値は、非頻回再発例では著しく低く、頻回再発例ではやや高

値を保つことが示された。IgA 腎症では、ネフローゼ型、軽症型いずれも本因子を認めな

かった。これらの結果から、ネフローゼ症候群の頻回再発例のリンパ球は内皮細胞刺激因

子の産生準備状態にあることが示唆される。


